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■ 臨時会・定例会の概要

※　本紙では、新型コロナウイルス感染症のことを「コロナ」と略して表記しています。

物
価
高
騰
対
策
関
連
予
算
な
ど
を
審
議
・
可
決
（
10
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会
）

雪解けを待つ畑（川西地区）雪解けを待つ畑（川西地区）
　

令
和
４
年
第
６
回
臨
時
会
を
10
月
17
日
に
開

催
し
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
）
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
第
７
回
定
例
会
を
12
月
１
日
か
ら

12
月
16
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、

令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正

な
ど
を
審
議
し
た
ほ
か
、
20
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

― 

付
託
案
件
に
つ
い
て
（
陳
情
第
３
号
） 

―

　

陳
情
第
３
号「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
中
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
、
提
出
者
か
ら
、
陳

情
書
の
撤
回
の
申
し
出
が
あ
り
、
本
会
議
で
承

認
し
ま
し
た
。

― 

国
会
な
ど
へ
意
見
書
を
提
出 

―

　

２
件
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
国

会
や
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

（
左
下
参
照
）

臨
時
会
の
概
要

定
例
会
の
概
要
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議案審査特別委員会の審査概要、
常任委員会の政策提言など

都市行政調査報告、編集後記など

市民意見交換会の開催報告、
帯広市食育推進条例の内容
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提案された令和４年度補正予算の内容（一部抜粋）

10
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

コロナワクチン接種
生後６カ月から４歳の子どもへのコロ
ナワクチン接種の実施

価格高騰緊急支援給付金
電力、ガス、食料品等の価格高騰によ
り負担が増加した住民税非課税世帯な
どを支援するため、給付金を支給

市民活動交流センターの一時移転
株式会社藤丸の閉店に伴い、市民活動
交流センターを北海道新聞社帯広支社
ビルへ一時移転

運送事業者臨時支援事業
燃料費高騰の影響を受けている運送事
業者を支援するため、市独自の支援金
を支給

出産・子育て応援給付金
令和４年４月以降に妊娠・出産した子
育て世帯に対し、出産・子育て応援給
付金を支給するとともに、相談支援の
充実を実施

営農技術向上対策
高騰する肥料購入費の負担を軽減する
ため、北海道の化学肥料購入支援金給
付事業の対象となった農業者に対し、
市独自の上乗せ支援を実施

主な議論の内容は４ページに掲載
※�意見書の全文は市議会
　ホームページをご覧ください

おびひろ
市議会
だより

NO.40
令 和 ４ 年
12月定例会号

インボイス制度導入にあたっての
検討・配慮を求める意見書

―要約―
　インボイス制度の導入について、より
丁寧に説明をするとともに、同制度の予
定通りの実施が日本経済に大きな打撃と
混乱を与えると判断できる場合には、導
入時期の再検討も視野に入れることを求
めるもの。

生産資材価格高騰に係る農畜産物の
適正な価格形成と営農継続に向けた
需給改善対策等を求める意見書

―要約―
　食料安全保障の強化に向けて、生産資
材高騰に係る農畜産物の適正な価格形成
が可能となる環境を整備するとともに、
営農継続に向けた需給改善策などを講じ
ることを求めるもの。



2会派名

▲

自民／自由民主党帯広市議団、立憲／立憲民主・市民連合、市政／市政会、公明／公明党、共産／日本共産党帯広市議会議員団、
　　　　開政／開政会

一般質問 ■

大大お
お
お
お

竹竹た
け
た
け

口口ぐ
ち
ぐ
ち

武武た
け
た
け

光光み
つ
み
つ  

議
員
議
員

（
公
（
公    

明
）
明
）

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

質	

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
事
業
概
要

や
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

妊
娠
届
け
出
時
よ
り
妊
婦
や
子
育
て
家

庭
に
寄
り
添
い
、
出
産
や
育
児
の
見
通
し
を
立

て
る
た
め
の
面
談
や
継
続
的
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
を
通
じ
て
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談

支
援
の
充
実
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
10

万
円
相
当
の
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が
、

よ
り
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
く
も
の
で
、
令
和
４
年
４
月
以
降

に
出
産
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
る
。

提
言	

帯
広
市
に
お
い
て
も
、「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
着
実
な
取
組
み

を
求
め
る
。

稲稲い
な
い
な

葉葉ばば　　

典典の
り
の
り

昭昭あ
き
あ
き  

議
員
議
員

（
共
（
共    

産
）
産
）

コ
ロ
ナ　
死
亡
者
を
な
く
す
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

質	

令
和
４
年
１
月
ま
で
の
丸
２
年
間
の
コ
ロ

ナ
の
累
計
感
染
者
数
が
約
３
千
人
、
同
年
２
月

か
ら
11
月
ま
で
で
６
万
人
超
の
新
規
感
染
者
。

岸
田
政
権
は
全
数
把
握
を
や
め
た
が
、
実
態
は

深
刻
。
北
海
道
で
は
東
京
の
３
倍
以
上
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
。見
解
は
。

答	

高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
で
体
力

の
な
い
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
高
齢
者
が
亡
く
な

っ
て
い
る
状
況
と
捉
え
て
い
る
。

提
言	
子
ど
も
の
感
染
拡
大
を
止
め
な
け
れ

ば
、
回
り
回
っ
て
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
々
の
死
亡
に
つ
な
が
る
。
広
い
検
査
で
陽
性

者
の
保
護
を
行
い
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
が
必
要
に
応
じ

て
何
度
も
検
査
で
き
る
し
く
み
が
必
要
。

今今こ
ん
こ
ん

野野のの　　

祐祐ゆ
う
ゆ
う

子子ここ  

議
員
議
員

（
公
（
公    

明
）
明
）

が
ん
患
者
に
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
を

帯
広
市
の
小
中
学
生
に
医
療
費
助
成
拡
大
を

質	

が
ん
患
者
の
方
に
は
、
外
見
の
変
化
に
起

因
す
る
心
理
的
苦
痛
を
和
ら
げ
る
「
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
」
の
支
援
の
充
実
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答	

が
ん
に
な
っ
て
も
尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
支
援
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
外
見
を
整
え
る
ケ

ア
に
加
え
、
個
々
の
心
理
的
・
社
会
的
側
面
も

踏
ま
え
た
支
援
と
捉
え
て
い
る
。

質	

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
拡
大
と
し
て
、

所
得
制
限
撤
廃
や
対
象
年
齢
拡
大
の
考
え
は
。

答	

こ
れ
ま
で
独
自
に
制
度
拡
充
を
す
す
め
て

き
た
。
さ
ら
な
る
拡
充
に
は
財
源
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
子
育
て
施
策
全
体
の
中
で

優
先
度
を
見
極
め
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

大大お
お
お
お

塚塚つ
か
つ
か　

　
　
　

徹徹と
お
る

と
お
る  

議
員
議
員

（
市
（
市    

政
）
政
）

〜
市
長
の
政
治
姿
勢
〜
市
民
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
除
雪
体
制
に
つ
い
て
質
す

質	

市
民
の
苦
情
の
多
さ
を
考
え
る
と
、
も
う

小
手
先
の
体
制
づ
く
り
で
は
な
く
、
い
っ
そ
帯

広
市
を
雪
国
と
位
置
づ
け
、
札
幌
、
旭
川
の
よ

う
な
当
初
予
算
の
増
額
や
除
雪
体
制
の
確
保
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

答	

除
雪
に
必
要
な
経
費
を
事
前
に
的
確
に
見

積
も
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
今
後
も

効
果
的
な
除
排
雪
対
応
に
向
け
た
予
算
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
適
時
適
切

な
補
正
予
算
措
置
に
よ
る
対
応
に
努
め
る
。
ま

た
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
除
雪
体
制
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
と
も
話
し
合
い

を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

提
言	

小
手
先
の
策
で
は
も
う
で
き
な
い
。
当

初
予
算
増
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

大大お
お
お
お

和和わわ

田田だだ

三三さ
ぶ
さ
ぶ

朗朗ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

（
自
（
自    

民
）
民
）

質	

北
見
市
で
行
わ
れ
て
い
る
、
書
か
な
い
、

優
し
い
、
窓
口
を
回
ら
な
い
、
利
便
性
の
向
上
、

職
員
の
業
務
の
効
率
化
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
た

「
書
か
な
い
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
窓
口

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市

の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

市
民
の
手
間
や
負
担
の
軽
減
に
加
え
、
事

務
の
正
確
性
や
効
率
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
優

れ
た
仕
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

具
体
の
導
入
に
向
け
た
検
討
に
は
至
っ
て
い
な

い
。提

言	

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
取
組

み
。
た
だ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
だ
け
で
上
手

く
い
く
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
検
討
を
。

鬼鬼お
に
お
に

塚塚づ
か
づ
か　　

英英ひ
で
ひ
で

喜喜きき  

議
員
議
員

（（
自自    

民民
））

コ
ロ
ナ
対
策
、
第
８
波
に
備
え
て

地
域
防
災
に
つ
い
て

質	

市
内
の
保
育
所
や
小
中
高
生
へ
の
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答	

国
は
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時

流
行
に
備
え
た
対
策
を
示
し
て
お
り
、
自
己
検

査
キ
ッ
ト
の
確
保
な
ど
は
都
道
府
県
で
す
す
め

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
北
海
道
で
は
年

末
年
始
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
小
学
生
に

検
査
キ
ッ
ト
を
配
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

質	

帯
広
駐
屯
地
体
制
維
持
・
充
実
促
進
期
成

会
会
長
の
市
長
が
防
衛
省
な
ど
に
要
望
活
動
を

行
っ
た
が
、
今
後
活
動
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答	

軍
事
的
圧
力
や
大
規
模
災
害
な
ど
に
対
す

る
自
衛
隊
の
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
。
帯
広
駐
屯
地
の
体
制
充
実
に
向
け
、
構
成

団
体
と
協
議
の
上
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

林林は
や
し

は
や
し　　

佳佳かか

奈奈なな

子子ここ  
議
員
議
員

（（
自自    
民民
））

ば
ん
え
い
競
馬
の
環
境
改
善
と

安
定
運
営
を

質	

今
後
、
馬
主
・
調
教
師
な
ど
と
の
関
係
性

を
ど
う
重
要
視
し
、
ば
ん
え
い
競
馬
を
運
営
し

て
い
く
の
か
。

答	

競
馬
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
公
正
競
馬
の
確
保
、
安
定
的
な
運
営
に

努
め
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

ば
ん
え
い
競
馬
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。

質	

厩
舎
建
て
替
え
の
計
画
を
い
つ
示
す
の
か
。

答	

様
々
な
方
向
か
ら
検
討
し
た
上
で
令
和
５

年
度
中
に
整
備
の
考
え
方
を
示
し
た
い
。

提
言	

飼
料
高
騰
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
検
討

を
。
ま
た
、
ば
ん
え
い
振
興
室
の
組
織
再
編
が

安
定
運
営
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
基
本
的

な
運
営
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
馬
主
・
調
教
師

な
ど
と
の
風
通
し
が
良
く
な
る
こ
と
を
願
う
。

杉杉す
ぎ
す
ぎ

野野のの　　

智智と
も
と
も

美美みみ  

議
員
議
員

（
共
（
共    

産
）
産
）

「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
で
決
め
な

い
で
」
―
市
民
の
声
を
施
策
に
生
か
し
て

質	
子
ど
も
と
家
族
を
支
え
、
子
ど
も
の
可
能

性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
障
害
の
早
期
発

見
、
早
期
療
育
の
体
制
は
重
要
。
乳
幼
児
健
診

な
ど
で
発
達
の
つ
ま
ず
き
に
気
づ
く
事
例
が
増

加
し
、
市
や
専
門
機
関
へ
の
相
談
に
数
カ
月
か

か
る
と
聞
く
。
現
状
と
課
題
は
。

答	

発
達
検
査
の
実
施
ま
で
一
定
期
間
を
要
し
、

療
育
に
つ
な
が
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
認
識
。

質	

本
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
全
体
の
約

４
割
。
希
望
者
を
無
期
雇
用
に
転
換
す
る
こ
と

は
法
令
上
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答	

任
期
は
１
会
計
年
度
内
と
さ
れ
、
無
期
雇

用
は
法
令
上
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
再

度
の
任
用
、
選
考
に
よ
る
採
用
は
除
外
さ
れ
て

お
ら
ず
、
長
期
に
及
ぶ
任
用
も
あ
り
得
る
。

佐佐ささ

々々ささ

木木きき

直直な
お
な
お

美美みみ  

議
員
議
員

（
立
（
立    

憲
）
憲
）

物
流
２
０
２
４
問
題
に
つ
い
て

質	

産
業
振
興
、
市
民
生
活
に
お
け
る
物
流
の

果
た
す
役
割
と
物
流
業
界
が
抱
え
る
課
題
へ
の

認
識
を
伺
う
。

答	

市
民
の
日
常
生
活
や
地
域
産
業
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
物
流
の
担
い

手
で
あ
る
運
送
業
は
、
労
働
力
不
足
や
燃
料
価

格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

る
。
物
流
を
取
り
巻
く
変
化
や
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
安
定
的
な
物
流
網
の
維
持
、
確
保
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

提
言	

地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
国
へ
の
要

望
、
異
業
種
間
の
連
携
や
調
整
の
支
援
、
新
技

術
導
入
の
補
助
な
ど
に
取
り
組
み
、
物
流
の
円

滑
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
地
方
に
住
む
人
の

利
便
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

西西に
し
に
し

本本も
と
も
と　　

嘉嘉よ
し
よ
し

伸伸の
ぶ
の
ぶ  

議
員
議
員

（
市
（
市    

政
）
政
）

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
基
準
と
は
？

川
西
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
物
流
団
地
開
発
！

質	

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
時
の
ト
ラ
ブ
ル

を
回
避
す
る
に
は
自
治
体
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
。

市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
条
例
の
必
要
性
は
。

答	

国
や
道
が
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵

守
が
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。
こ
れ
ら
を
周
知
し
な
が
ら
再
エ
ネ
の
導
入

促
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

提
言	

良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
太
陽

光
発
電
設
備
の
規
制
に
関
す
る
条
例
も
必
要
。

質	

川
西
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
物
流
団
地
の
造
成
に
つ

い
て
、
工
業
系
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
民
間

で
実
施
し
た
例
は
皆
無
。
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
支
援
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答	

技
術
的
な
援
助
に
加
え
、
事
業
効
果
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
対
応
を
検
討
す
る
。

窓
口
業
務
の
効
率
化

書
か
な
い
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
つ
い
て

※　距離を取るなどのコロナ対策を実施しながら質疑を行っています。



3 議員名下のＱＲコードをスマートフォンなどの専用アプリで読み込むと、各議員の質問の映像がご覧いただけます。

■ 一般質問

横横よ
こ
よ
こ

山山や
ま
や
ま　　

明明あ
け
あ
け

美美みみ  

議
員
議
員

（（
市市    

政政
））

農
村
部
の
水
道
の
老
朽
化
対
策
を
急
げ
！

女
子
野
球
を
盛
り
上
げ
る
方
策
を
！

質	

岩
内
地
区
で
は
農
繁
期
の
水
道
水
不
足
や
、

春
先
に
水
が
濁
る
な
ど
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
対
策
は
。

答	

川
西
地
区
か
ら
の
水
の
運
搬
や
、
ろ
過
器

の
導
入
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
岩
内
浄
水
場

は
供
給
開
始
か
ら
35
年
が
経
過
し
て
お
り
、
将

来
の
施
設
の
建
て
替
え
時
期
に
向
け
、
岩
内
地

区
の
配
水
方
法
な
ど
施
設
整
備
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

質	

女
子
小
中
学
生
が
中
学
卒
業
後
も
親
元
を

離
れ
ず
野
球
を
続
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
れ
ば
、

地
域
の
女
子
野
球
の
振
興
に
つ
な
が
る
。
南
商

業
高
校
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
創
設
な
ど
の
考
え
は
。

答	

指
導
者
や
練
習
場
所
、
設
備
も
必
要
。
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

椎椎し
い
し
い

名名なな　
　
　
　

成成な
る
な
る  

議
員
議
員

（
公
（
公    

明
）
明
）

子
ど
も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
と
地
域

に
お
け
る
複
雑
な
相
談
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質	

子
ど
も
た
ち
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

小
中
学
校
の
教
員
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
研
修
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答	

こ
れ
ま
で
校
内
研
修
で
実
施
し
て
い
る

学
校
も
あ
り
、
今
後
も
校
長
会
に
情
報
提
供
し
、

連
携
し
て
い
き
た
い
。

質	

地
域
の
中
の
複
雑
な
相
談
を
受
け
止
め
て

伴
走
す
る
断
ら
な
い
相
談
窓
口
が
大
切
だ
と
思

う
。
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答	
今
年
度
か
ら
市
民
福
祉
部
内
に
包
括
的
な

相
談
支
援
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
相

談
業
務
に
か
か
わ
る
職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
各
課
の
現
状
や
今

後
の
包
括
的
な
相
談
体
制
の
課
題
・
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

小小おお

椋椋ぐ
ら
ぐ
ら　　

則則の
り
の
り

幸幸ゆ
き
ゆ
き  

議
員
議
員

（
自
（
自    

民
）
民
）

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
／

健
康
づ
く
り
の
推
進
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興

質	

国
民
保
護
計
画
推
進
事
業
に
お
け
る
国
民

保
護
協
議
会
の
今
年
度
の
実
施
予
定
を
伺
う
。

答	

今
年
度
は
計
画
の
修
正
に
加
え
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
対
応
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
民
保
護
協
議
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質	

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
参
加
者
数
を
伺
う
。

答	

令
和
４
年
11
月
末
で
３
４
９
７
人
が
登
録
。

質	

平
成
28
年
か
ら
十
勝
大
平
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
が
、

再
開
に
向
け
た
検
討
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
改
め
て
コ
ー

ス
を
整
備
す
る
と
な
る
と
倒
木
や
樹
木
の
撤
去

作
業
、
春
の
農
作
業
へ
の
影
響
と
い
っ
た
懸
念

が
あ
り
再
開
は
難
し
い
と
考
え
る
。

大大お
お
お
お

平平ひ
ら
ひ
ら　　

亮亮り
ょ
う
す
け

り
ょ
う
す
け介介  

議
員
議
員

（
共
（
共    

産
）
産
）

清清しし

水水み
ず
み
ず　　

誠誠せ
い
せ
い

一一い
ち
い
ち  

議
員
議
員

（
自
（
自    

民
）
民
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

養
育
費
確
保
支
援
を

新
中
間
処
理
施
設
（
基
本
構
想
・
基
本

計
画
お
よ
び
事
業
方
式
の
決
定
経
過
）

質	

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
極
め
て
高
い
。

背
景
に
養
育
費
の
不
払
い
問
題
が
あ
る
。
ひ
と

り
親
世
帯
の
養
育
費
の
受
け
取
り
の
現
状
は
。

答	

令
和
４
年
度
の
現
況
届
提
出
者
の
う
ち
ひ

と
り
親
の
事
由
が
死
別
、
障
害
な
ど
を
除
く
離

婚
・
未
婚
の
数
は
１
９
４
０
人
。
こ
の
う
ち
前

年
に
養
育
費
の
受
け
取
り
が
あ
っ
た
の
は
３
８

０
人
で
約
２
割
程
度
。

質	

養
育
費
は
子
ど
も
の
安
定
し
た
生
活
に
欠

か
せ
な
い
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
養
育

費
確
保
の
施
策
を
行
う
べ
き
。
見
解
は
。

答	

第
一
義
的
に
は
当
事
者
同
士
の
問
題
だ
が
、

ひ
と
り
親
の
経
済
的
安
定
に
は
重
要
な
た
め
、

今
後
も
他
都
市
の
取
組
み
も
参
考
に
養
育
費
確

保
に
向
け
た
相
談
支
援
な
ど
を
す
す
め
た
い
。

質	

新
中
間
処
理
施
設
の
整
備
に
関
し
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
ま
で
の
経
過
を
伺
う
。

答	

基
本
構
想
や
基
本
計
画
は
検
討
会
議
や
有

識
者
会
議
な
ど
で
議
論
し
、
組
合
議
会
議
員
協

議
会
へ
報
告
さ
れ
、
令
和
３
年
２
月
と
令
和
４

年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

提
言	

非
公
開
の
組
合
議
会
議
員
協
議
会
で
報

告
し
、
採
決
も
せ
ず
に
決
定
し
た
と
い
う
こ
と

は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

質	

約
６
１
１
億
円
に
上
る
総
事
業
費
に
か
か

わ
る
事
業
方
式
の
決
定
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

令
和
４
年
10
月
の
検
討
会
議
で
基
本
計
画

原
案
の
概
要
版
な
ど
が
示
さ
れ
、
こ
の
中
で
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

提
言	

内
部
決
裁
で
の
決
定
に
は
疑
義
が
あ
る
。

菊菊き
く
き
く

地地ちち　

ル
ツ

　

ル
ツ  

議
員
議
員

（
立
（
立    

憲
）
憲
）

改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
の
合
理
的
配
慮
と
し
て

重
度
障
害
者
の
就
労
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
！

質	

市
の
障
害
者
雇
用
の
現
状
は
。

答	

令
和
３
年
６
月
１
日
時
点
の
十
勝
管
内
の

障
害
者
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
49
・
６
％

で
、
道
平
均
の
50
・
１
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

質	

能
力
が
あ
り
な
が
ら
重
度
の
障
害
に
よ

っ
て
働
く
こ
と
を
諦
め
て
し
ま
う
市
民
が
い
る
。

働
く
環
境
が
整
わ
な
い
た
め
に
就
労
や
転
職
の

機
会
を
失
っ
て
い
る
現
状
は
、
社
会
的
損
失
で

は
な
い
か
。
働
く
た
め
に
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し

た
い
と
い
っ
た
声
や
相
談
は
な
い
の
か
。

答	

相
談
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
が
国
の
見
解

に
照
ら
し
、
支
援
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

障
害
者
雇
用
に
対
す
る
企
業
の
理
解
促
進
に
努

め
な
が
ら
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
他
の
自

治
体
の
取
組
み
な
ど
を
調
査
研
究
し
た
い
。

木木ここ

幡幡は
た
は
た　　

裕裕ひ
ろ
ひ
ろ

之之ゆ
き
ゆ
き  

議
員
議
員

（
自
（
自    

民
）
民
）

「
中
心
市
街
地
活
性
化
」
に
つ
い
て

質	

市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
へ
の
考
え
は
。

答	

中
心
市
街
地
は
市
民
や
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ

ス
客
な
ど
域
内
外
の
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
集

う
場
と
し
て
地
域
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
事
業
者
や
関
係
団
体
な
ど
と
の
連

携
協
力
の
下
、
さ
ら
な
る
投
資
や
人
の
流
れ
を

呼
び
込
み
な
が
ら
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質	

西
３
・
９
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
の
入
居
状
況
と

周
辺
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

店
舗
棟
は
す
べ
て
、
事
務
所
棟
で
は
８
割

程
度
が
入
居
、
契
約
、
申
込
み
検
討
中
の
い
ず

れ
か
。
事
務
所
棟
で
働
く
人
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

入
居
者
が
主
な
要
因
と
な
り
、
平
日
昼
間
の
歩

行
者
通
行
量
は
令
和
２
年
度
９
４
６
２
人
か
ら

令
和
３
年
度
９
７
８
２
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

上上う
え
う
え

野野のの　　

庸庸よ
う
よ
う

介介す
け
す
け  

議
員
議
員

（
自
（
自    

民
）
民
）

義
務
教
育
学
校
の
今
後
の
展
開
を

議
論
す
べ
き

質	
義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

答	
教
育
課
程
の
密
な
連
携
と
適
切
な
教
育

課
程
に
よ
り
、
指
導
と
学
び
の
統
一
化
を
図
り
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
が
図
ら
れ
、
豊
か
な
学

び
と
育
ち
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小

５
か
ら
教
科
担
任
制
を
導
入
し
、
専
門
性
を
生

か
し
た
指
導
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

質	

少
子
化
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

点
か
ら
も
、
今
後
も
義
務
教
育
学
校
を
広
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答	

小
学
校
・
中
学
校
の
学
校
種
別
に
よ
る
制

度
お
よ
び
既
存
の
学
校
施
設
の
活
用
を
基
本
と

す
る
が
、
義
務
教
育
学
校
な
ど
の
小
中
一
貫
教

育
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
適
宜
検
討
し
て

い
き
た
い
。

清清しし

水水み
ず
み
ず　　

隆隆た
か
た
か

吉吉よ
し
よ
し  

議
員
議
員

（（
開開    

政政
））

鈴鈴す
ず
す
ず

木木きき　　

正正ま
さ
ま
さ

孝孝た
か
た
か  

議
員
議
員

（（
無
所
属

無
所
属
））

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

〜
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
宿
題
に
つ
い
て
〜

２
０
３
０
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

指
定
避
難
所
の
脱
炭
素
化

質	

学
校
で
は
宿
題
な
ど
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
便
利
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
興
味
・
関
心
が
高
い
一

方
で
、
よ
く
理
解
せ
ず
に
や
り
直
し
が
で
き
、

正
解
に
な
る
ま
で
適
当
に
や
っ
て
し
ま
う
と
い

う
心
配
も
あ
る
。
帯
広
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

答	

取
り
組
み
や
す
さ
と
と
も
に
、
動
画
や
音

声
で
理
解
が
深
ま
っ
た
り
、
Ａ
Ｉ
機
能
に
よ
り

個
別
に
応
じ
た
最
適
な
問
題
が
実
施
で
き
る
よ

さ
が
あ
る
一
方
で
、
自
分
に
必
要
な
学
習
を
自

分
で
見
つ
け
る
と
い
う
能
動
的
な
学
習
に
は
な

り
づ
ら
い
面
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

提
言	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
目
的
で
は
な
く
手

段
・
手
法
の
一
つ
。
実
物
の
良
さ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

良
さ
を
生
か
し
、
工
夫
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

質	

札
幌
市
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
大
会
概
要
の
見
直
し
案
を
公
表
し
た
が
、

不
足
す
る
観
客
席
は
仮
設
に
よ
り
対
応
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答	

地
元
の
費
用
負
担
が
生
じ
な
い
形
で
整
理

さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質	

避
難
所
の
停
電
対
策
を
す
す
め
て
い
る
と

思
う
が
、
停
電
時
は
も
と
よ
り
、
平
時
に
も
使

え
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
つ
な
が
る
方
法
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

答	

今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
や
蓄
電
池
、
Ｅ
Ｖ
車
な
ど
の
技
術
開
発
、
コ

ス
ト
縮
減
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
こ
う

し
た
も
の
の
普
及
も
踏
ま
え
、
災
害
時
に
お
け

る
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。
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議案審査特別委員会の審査概要、常任委員会の政策提言など ■

令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
対
す
る

令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
に
対
す
る

主
な
議
論

主
な
議
論
【
議
案
審
査
特
別
委
員
会
】

【
議
案
審
査
特
別
委
員
会
】

（
10
月
臨
時
会
）

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

〇	　

電
気
、
ガ
ス
、
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
り
生
活
費
の
負
担
が
増
加
す
る
中
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
５
万
円
の
給

付
金
を
支
給
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
支

援
が
必
要
な
家
計
急
変
世
帯
の
申
請
漏
れ
が

な
い
よ
う
、
丁
寧
な
周
知
を
行
う
べ
き
。

乳
幼
児
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

〇	　

生
後
６
カ
月
か
ら
４
歳
の
乳
幼
児
へ
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
実
施
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
乳
幼
児
は
そ
の
他
に
も
各

種
予
防
接
種
の
機
会
が
あ
る
た
め
、
接
種
の

判
断
や
計
画
的
な
接
種
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
に
向
け
た
相
談
対
応
な
ど
に
努
め

る
べ
き
。

（
12
月
定
例
会
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

〇	　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
込
み

期
限
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
申

請
・
交
付
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。
予

約
制
の
導
入
や
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
申

請
サ
ポ
ー
ト
の
周
知
な
ど
に
よ
り
、
窓
口
の

混
雑
解
消
や
円
滑
な
交
付
に
努
め
る
べ
き
。

出
産
・
子
育
て
支
援

〇	　

国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
出
産
応
援
給
付
金
（
妊
婦
１
人
に

つ
き
５
万
円
）
お
よ
び
子
育
て
応
援
給
付

金
（
新
生
児
１
人
に
つ
き
５
万
円
）
を
支
給

す
る
と
の
こ
と
。
経
済
的
支
援
の
方
法
と
し

て
ク
ー
ポ
ン
券
や
ギ
フ
ト
に
よ
る
給
付
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
北
海
道
と
連
携

し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
検
討
す
べ
き
。

ま
た
、
伴
走
型
の
相
談
支
援
の
充
実
に
向
け
、

体
制
の
整
備
を
す
す
め
る
べ
き
。

緑
ヶ
丘
公
園
の
維
持
管
理

〇	　

現
在
、
緑
ヶ
丘
公
園
は
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
高
い
専
門
性
・

知
見
を
有
し
た
中
で
、
公
園
を
安
全
に
安
心

し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
公
園
内
の
野
生
動
物
へ
の
餌

付
け
な
ど
、
指
定
管
理
者
だ
け
で
は
解
決
が

難
し
い
問
題
も
あ
る
。
今
後
も
市
と
指
定
管

理
者
が
連
携
し
、
公
園
の
維
持
管
理
や
利
活

用
に
努
め
る
べ
き
。

帯
広
の
森
運
動
施
設
の
停
電

〇	　

11
月
10
日
に
発
生
し
た
帯
広
の
森
運
動
施

設
の
停
電
へ
の
対
応
と
し
て
、
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
の
更
新
や
発
電
機
の
リ
ー
ス
な
ど
を
行
っ

た
が
、
ま
ず
は
原
因
の
究
明
が
重
要
と
考
え

る
。
そ
の
上
で
、
利
用
者
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
、
必
要
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
適

宜
行
う
べ
き
。

 ※この写真は、帯広市現況図2500分の1を使用したもの

【上空から見た緑ヶ丘公園】

常
任
委
員
会
等
の
動
き�

11
月
〜
１
月

重
点
調
査
項
目

	　

地
方
創
生
及
び
広
域
行
政
／
効
果
的
・

効
率
的
な
行
財
政
運
営
／
地
域
防
災

理
事
者
報
告

［�

11
月
］
十
勝
・
帯
広
の
高
等
教
育
の
充

実
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
／

帯
広
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
の
骨
子
案

［�

１
月
］
帯
広
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の
骨
子
案
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

付
託
案
件

［�

令
和
４
年
陳
情
第
２
号
］
帯
広
市
名
誉

市
民
条
例
制
定

総　務

重
点
調
査
項
目

	　

保
健
予
防
・
医
療
／
子
育
て
支
援
／

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
及
び
介
護
保
険

／
市
民
協
働
及
び
男
女
共
同
参
画

厚　生

重
点
調
査
項
目

	　

農
林
業
及
び
畜
産
業
の
振
興
／
地
元

企
業
の
活
性
化
及
び
観
光
振
興
／
学
校

教
育
／
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

理
事
者
報
告

［�

11
月
］
第
４
次
帯
広
市
食
育
推
進
計
画

（
原
案
）
／
帯
広
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
（
原
案
）
／
令
和
４
年
度
教
育
に

関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の

点
検
・
評
価
に
関
す
る
報
告
書
（
令
和

３
年
度
対
象
）
／
「
帯
広
市
岩
内
自
然

の
村
」
施
設
廃
止
後
の
利
活
用
に
係
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

質
問
通
告

［�

11
月
］
ば
ん
え
い
競
馬
の
運
営

［�

１
月
］
ば
ん
え
い
競
馬
の
運
営
／
と
か

ち
帯
広
空
港
の
利
用
状
況
と
施
設
整
備

経済文教

議会トピックス 総務委員会および厚生委員会がそれぞれテーマに基づいて調査を行い、市に提言を行いました。

総務委員会 厚生委員会テーマ
高等教育のあり方について

テーマ
ひきこもり支援について

１　人材の育成・確保

・ 高等教育で学んだ経験を生かせる魅力ある雇用の創出などの取
組みを促進すべき

・ 学生に対するUIJターンの促進施策を拡充すべき など

２　高等教育機関等との連携強化

・ 高等教育機関と地元企業等の連携による人材育成を促進すべき
・ 市民が高等教育機関の専門家などの講座を受講できる機会を拡

充すべき　など

３　高等教育整備基金の目的や使途見直し等の検討

・ 持続可能な財源を確保するためにも、高等教育整備基金の目的
や使途の見直しなどを検討すべき　など

相談窓口の充実と
周知強化

〇 相談窓口の周知強
化

〇 ワンストップでの
情報提供と専門職
員の配置

〇 多様な方法による
相談体制の整備

市町村プラットフォーム
機能の強化

〇 幅広い関係機関の
参画および着実な
管理、運営

〇 実態把握と情報収
集、関係者間での
共有

ひきこもり支援に
関する事業の推進

〇 当事者のための多
様な社会参加機会
の創出

〇 家族のための負担
軽減や学習機会の
創出

〇 ピアサポートの推
進 とNPO法 人 や
ボランティアなど
の活動支援

〇 ひきこもりに対す
る理解の促進

〜議論経過〜
　　・まちづくりには「人」が重要

　　・�高等教育機関（大学・専門学校等）は
人を育て、連携させる機能を持つ

　　・�帯広市のさらなる発展のためには、高等教育機関の機能を活
用したまちづくりが重要

課　題
　・子どもから成人まで、誰にでも、どんな家庭でも起こりうる

　・長期間のひきこもりは、社会参加の再開が著しく困難に

　・心身への悪影響、社会的孤立、経済的困窮につながる恐れ

　・�高齢の親と同居する無職やひきこもりの子どもが抱える生活課
題は、8050問題として深刻化

提言 提言
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■ 都市行政調査報告、編集後記など

協
議
事
項

	　

令
和
４
年
第
７
回
定
例
会
の
運
営
／

議
会
運
営
検
討
項
目
／
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
く
取
組
み

議会運営

重
点
調
査
項
目

	　

都
市
計
画
及
び
地
域
公
共
交
通
／
住

ま
い
／
道
路
・
橋
り
ょ
う
／
み
ど
り
と

環
境
保
全
／
上
、
下
水
道
の
維
持
管
理

理
事
者
報
告

［�

11
月
］
上
下
水
道
料
金
収
納
業
務
等
の

包
括
委
託
の
実
施

質
問
通
告

［�

11
月
］
新
中
間
処
理
施
設
の
整
備

［�

１
月
］
新
中
間
処
理
施
設
の
整
備

実
地
調
査

　

11
月
16
日
に
帯
広
建
設
業
協
会
と
資

材
高
騰
対
策
や
人
材
確
保
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

建　設

都市行政調査報告 先進自治体の事例を学び、今後の委員会調査の参考とするために行った調査の概要をお知らせします。
調査報告書は、ホームページまたは市庁舎議会棟２階図書室で閲覧することができます。

〜令和５年３月定例会　開催予定日のお知らせ〜〜令和５年３月定例会　開催予定日のお知らせ〜
〇�　議会は傍聴できますが、マスクの着用
など、感染症対策にご協力ください。
　�　感染症の発生状況によっては、別室モ
ニターでご覧いただく場合があります。
○�　咳などの症状がある方は、傍聴をお控
えください。
〇�　議会の様子は、生放映と録画放映を行っ
ておりますので、市議会ホームページか
らご覧ください。

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

　

子
ど
も
の
基
本
的
人
権
を
国
際
的
に
保
障
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

が
１
９
８
９
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
30
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
に
は
自

由
に
意
見
を
表
明
し
、
尊
重
さ
れ
る
「
参
加
す

る
権
利
」
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
定
例
会

で
は
多
く
の
中
学
生
が
議
会
を
訪
れ
、
真
剣
な

眼
差
し
で
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
思
い
を
聞
き
、
反
映

す
る
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
編
集
委
員　

大
平　

亮
介
）

開催日時 会議内容

３　

月

１日（初日） 13時〜 本会議

２日 10時〜 議案審査
特別委員会

７日、８日 10時〜 代表質問
９日、10日、
13日、14日
※９日は予備日

10時〜 一般質問

15日〜17日、20日、
22日〜24日 10時〜 予算審査

特別委員会
28日（最終日） 13時〜 本会議

※日程は現時点での予定であり、変更することがあります。 市議会
ホームページ

インターネット
映像配信

調査日 調査先 調　査　事　項

10月４日
新潟県長岡市 防災体制の強化
新潟県見附市 市民協働やICT活用の防災対策

10月５日 福島県会津若松市 スマートシティ会津若松

調査日 調査先 調　査　事　項
10月11日 愛媛県今治市 サイクルツーリズム
10月12日 広島県呉市 教職員の働き方改革とICT化
10月13日 熊本県 畜産振興

調査日 調査先 調　査　事　項
８月３日 群馬県高崎市 介護SOSサービス事業
８月４日 新潟県柏崎市 ひきこもり支援センター（アマ・テラス）

８月５日 東京都江東区 認定NPO法人「マギーズ東京」による
がん患者・家族への相談支援

調査日 調査先 調　査　事　項
10月４日 石川県金沢市 空き家対策

10月５日 兵庫県三田市 スマートフォンによる道路・公園
の不具合通報システム

10月６日 三重県桑名市 ゼロカーボンシティの取組み

総務委員会

経済文教委員会

厚生委員会

建設委員会

【木幡　裕之　委員長　所感】
　長岡市では、平成16年の中越大震災や幾多の災害から得た教訓・ノ
ウハウの蓄積を生かした取組みについて、今後の地震などの災害対策に
生かすため調査をいたしました。見附市では、豪雨災害を想定し、１万
2220人の市民が参加した全市総合防災訓練の概要、LoGoチャット（ビ
ジネスチャットツール）、VACAN（避難所の混雑状況可視化システム）
およびドローンの活用などの調査をいた
しました。会津若松市では、ICTを様々
な分野で活用する「スマートシティ会津
若松」の概要について調査をいたしまし
た。この調査を参考に、今後も帯広市に
おけるICT活用に向けた議論を重ねてま
いります。

【今野　祐子　委員長　所感】
　今治市には美しい島々と、それをつなぐ橋が織り成す海の道・しまな
み海道サイクリングロードがあり、圧巻の風景に感動。道の駅、カフェ、
休憩所、充実したレンタルサイクル店などを完備。今治市のビッグなサ
イクル構想を参考にトカプチ400で地域活性化と観光振興を実現したい
と感じました。呉市の教職員の働き方改革の推進はICT化や指導記録の
簡素化などで長時間勤務を縮減し教職員
が本来担うべき業務に専念できる環境を
整えていました。熊本県の牛肉の価値向
上対策は素晴らしく、消費者の要望を取
り込み、大自然での育成や徹底した品質
基準で牛肉をブランド化。輸出促進、販
路拡大などの取組みは、本市の畜産業の
参考にしたいと思いました。

【大和田三朗　委員長　所感】
　８月２〜５日の日程で群馬県高崎市、新潟県柏崎市、東京都江東区に
都市行政調査に行ってまいりました。高崎市では「介護SOSサービス事
業について」、柏崎市では「ひきこもり支援センター（アマ・テラス）に
ついて」、江東区では「認定NPO法人『マギーズ東京』によるがん患者・
家族への相談支援について」、それぞれ質疑、意見交換などをし、今後の
厚生委員会における議論の参考にするた
めの調査を行ったところです。特に、柏
崎市においては、ひきこもり状態にある
方とその家族に特化した専門機関「アマ・
テラス」を開設し、全国でも珍しい自治
体単独での対策にあたっており、帯広市
におけるひきこもり支援の議論の参考と
なりました。

【石井　宏治　委員長　所感】
　10月３〜６日の日程で石川県金沢市、兵庫県三田市、三重県桑名市に
建設委員会都市行政調査に行ってきました。金沢市では「空き家対策に
ついて」、三田市では「スマートフォンによる道路・公園の不具合通報シ
ステムについて」、桑名市では「ゼロカーボンシティの取組みについて」、
今後の建設委員会における議論の参考にするため、それぞれ調査を行っ
たところです。特に、桑名市においては
グリーンIoTラボ・桑名を設立。誰ひと
り取り残さない持続可能なまちづくりを
めざし、産学官金の連携によりIoTや新
しい技術を活用し、環境と経済の好循環
を生み出す社会の実現に向けた取組みお
よびその調査、研究が行われており、参
考になりました。

実
地
調
査

　

令
和
４
年
11
月
８
日
と
11
月
22
日
に

ト
カ
プ
チ
４
０
０
お
よ
び
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
実
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
１
月
11
日
に
ば
ん

え
い
競
馬
馬
主
協
会
と
競
馬
運
営
体
制

の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。



6発行／帯広市議会　編集／議会だより編集委員会　発行日／令和５年３月１日
●お問い合わせ／帯広市西５条南７丁目１（帯広市議会事務局）　●TEL（0155）65-4221　●FAX（0155）23-0164　●Eメール  city_council@city.obihiro.hokkaido.jp

市民意見交換会の開催報告、帯広市食育推進条例の内容 ■

議会トピックス 「帯広市食育推進条例」が可決・成立。（施行日は令和５年４月１日）
　議員政策研究会では、これまで、食育の推進についての調査・研究をすすめ、令和４年12月定例会本会議において、「帯広市食育推進条例」が可決・
成立しました。条例の内容についてお知らせします。

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

　

令
和
４
年
10
月
15
日
に
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
ご
と
の
４
つ
の

班
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
別
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
意
見
の
要
旨
（
一
部
抜
粋
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
実
施
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。➡➡

○	　コロナ禍での外出機会の減少により、要介護状
態の人が増えている。介護予防の積極的な周知・
啓発をお願いしたい。
○	　介護認定を受けていない高齢者も利用するこ
とができる見守りサービスがあれば安心。
○	　地域包括支援センターの人手不足の解消が必
要。地域住民の活用にも取り組んでほしい。

厚
生
委
員
会

〜
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
〜

○	　子どもが学校へ行っている時に災害が発生し
た場合の連絡や迎えのルールを策定してほしい。
○	　最寄りの避難所が遠く、高齢者は避難が難し
い。近くの公共施設に避難できるようにするなど
柔軟な対応をお願いしたい。
○	　防災においても町内会の存在は重要。町内会へ
の加入促進のためのしくみづくりをお願いしたい。

総
務
委
員
会

〜
地
域
防
災
に
つ
い
て
〜

○	　交差点に積まれた雪山で子どもたちが見えず危
険。もう少し低くしてもらえれば車も走りやすい。
○	　除雪後の道路幅が狭いのでもっと広くなるよ
う除雪してほしい。公園を雪捨て場として利用で
きるよう検討してほしい。
○	　路面の状況が悪いと除雪後の状態も悪くなる
ため、現状確認と道路の補修をお願いしたい。

建
設
委
員
会

〜
効
果
的
・
効
率
的
な
除
雪
に
つ
い
て
〜

○	　地元の食材を使ったおいしい給食が提供でき
るよう、予算の確保をお願いしたい。
○	　食材へのこだわりなど、学校給食の取組みの認
知度が低いと感じる。周知を図ることで食育の推
進や帯広市の活性化につながるのではないか。
○	　地域の特色ある食文化を未来に残していくため、
地産地消や環境保全、保全型農業を推進すべき。

経
済
文
教
委
員
会

〜
学
校
給
食
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
〜

帯広市食育推進条例の内容（要旨）
■目的（第１条）
　市、市議会、市民などが一丸となって、食育の取組みを推進し、市民が心身ともに健康で心豊かな生活を送れる社会の実現に寄与することを目的とする。

■基本理念（第３条）
　食育は、次の３つを基本として行う。
①�　食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現することにより、市民の心身の健康の増進および豊かな人間形成に資する。
②�　日常の食生活が自然の恩恵および食にかかわる様々な人々の活動に支えられることへの認識や感謝の気持ちを育むことに加え、生産から消費に至る
までの「食の循環」が環境に与える影響に関する理解を深めることにより、食品廃棄物の削減など、市民の環境に配慮した食生活などの実現に資する。
③�　食に関する多様な体験機会の提供の他、様々な活動を展開し、十勝・帯広の農畜産物および食文化などに対する市民の関心および理解を深めるこ
とにより、地産地消および食文化の継承に資する。

■市の役割（第４条）
　食育の推進に関する総合的な施策を策定し、計画的に実施する。
　市民に対して、食育に関する施策の普及啓発に取り組み、市民の理解
を得るよう努める。
　市議会、市民、教育関係者等、保健医療関係者等、農業者等および食
品関連事業者等との協働により、食育の推進に取り組むよう努める。
■市議会の役割（第５条）
　基本理念にのっとり、市の食育に関する施策が効果的に推進されるよ
う、施策の実施状況の確認等に努めるとともに、市及び他のものが実施
する食育の推進に関する活動に協力するよう努める。
■市民の役割（第６条）
　食に関する理解を深め、適切な判断力を養うことで、健全な食生活の
実現に努めるとともに、市が実施する食育の推進に関する施策に協力す
るよう努める。
　保護者は、食生活の中で、子どもたちが健全な心身を培い、豊かな人
間性を育むことができるよう、子どもたちに必要な教育などを行うよう
努める。

※その他、教育関係者、保健医療関係者、
　農業者、食品関連事業者等の役割
　を定義（第７〜10条）

　市は、次の事項の達成に向けて必要な施策を講じる。
■家庭における食育の推進（第11条）
　家庭における食育の推進のため、食に関する知識の普及および情報の提
供などにより、市民の健全で健康にやさしい食生活の実践が図られること。
■学校、保育所等における食育の推進（第12条）
　学校、保育所などにおける効果的な食育の推進を図るため、食に関す
る指導内容および食に関する多様な体験機会の充実などにより、子ども
たちの食に関する関心および理解が深まること。
■生産者と消費者との交流の促進（第13条）
　生産者と消費者との交流の促進等により、両者の相互理解が進み、食
や生産者への感謝の気持ちが深まること。
■地産地消の促進（第14条）
　十勝・帯広で生産された農畜産物の学校、保育所などにおける利用を
促進するとともに、地域内における積極的な消費が図られること。
■食文化の継承の促進（第15条）
　十勝・帯広の特色ある食文化が引き継がれていくこと。

【その他の条項】
　その他、推進体制等として、食育推進計画、
　財政上の措置などを規定

市の施策の基本となる事項それぞれの役割

食育の推進のために共有すべき考え方

なぜ条例をつくるのか

条例の全文はこちら⇒


